
FUKUSHIN
ミニディスクロージャー

令和5年度　上半期

FUKUSHIMA SHINKIN BANK REPORT

あんぽ柿あんぽ柿飯坂の紅葉 舘ノ山から霊山を望む（福島市）飯坂の紅葉 舘ノ山から霊山を望む（福島市）磐梯吾妻スカイライン らくだ山（福島市）磐梯吾妻スカイライン らくだ山（福島市）



1,300

1,400

1,500

1,600

1,800

1,700

2,000

1,900

0

450

50

150

200

250

300

350

500

400

100 4,200

4,300

4,400

4,500

4,600

4,700

5,000

4,900

4,800

1,000
500

1,500
2,000

3,000
2,500

3,500

5,000
4,500
4,000

0 0

ごあいさつ
　平素より福島信用金庫に格別のご愛顧とお引き立てを賜り厚くお礼申しあげます。
　皆さまに当金庫の経営状況をご理解いただき、安心してお取引いただけますよう、例年9月末時点
の経営内容を報告させていただいております。
　今年5月に新型コロナウイルス感染症がインフルエンザと同等の5類に引き下げられ、社会経済活動
に活気が戻りつつあります。当金庫の景気動向調査におきましても、9月の全産業の業況判断DIは、
全産業で▲18と6月より3ポイント改善しました。しかしながら、従前から抱えております少子高齢
化、人口減少に加え、資材・燃料をはじめとした物価高騰やウクライナ、中東情勢等の地政学リスク
の高まりなど様々な課題が山積しており、世界経済、国内経済はもとより、地方経済においても厳しい環境が続いております。
　このような時こそ、私共信用金庫の出番でございます。最終年度を迎えました課題解決による地域経済の力強い回復を目指
した中期経営計画「ふくしん『支援力の強化と変革への挑戦』3か年計画」に基づき、お取引先に寄り添った資金繰り相談と
いった金融支援、また事業再生に向けた本業支援など金融仲介機能の発揮に積極的に取り組んで参りました。引き続き、信用
金庫の基本理念である「相互扶助」の精神のもと、この難局を乗り越え、しっかりと地域を支えることが私共に課せられた責務
であります。
　今後とも、地域の皆さまとの絆を大切に役職員一丸となり誠心誠意業務に取組んで参りますので、何卒変わらぬお引き立て
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　 　　　　　令和5年12月　　　理事長　　　　　　　　　　　樋口　郁雄樋口　郁雄

経営理念経営理念

Pro f  i l e
（令和5年９月末現在）

総資産　4,942億67百万円
預積金　4,645億75百万円
貸出金　1,955億77百万円

自己資本比率　13.67%
出　資　金　16億86百万円
会　員　数　32,364先

店　舗　数　24店舗
常勤役職員　309人

「ふくしん『支援力の強化と変革への挑戦』３か年計画」
～課題解決による地域経済の力強い回復をめざして～

　信用金庫は、お客さまとの
リレーションシップを追求し、
地域に根ざした協同組織金融
機関として、会員、お客さま、
そして地域が抱える課題の解
決に尽力し、幸せづくりと地
域社会全体の成長に貢献する。

◆３か年計画最終年度（令和5年度）キーワード

◆目指すべき姿

「鳶目兎耳」「万里一空」「和衷協同」
えん  もく　 と　   じ　　　　　ばん　 り　 いっ  くう わ  ちゅう きょう どう

中期経営計画（令和３年度から令和５年度）

地域の繁栄と
豊かな暮しづくりに

貢献する

地域の繁栄
心を合わせ積極的に
業務を展開し、強靱な
経営体質を作る

金庫の発展
活気に満ち、

豊かな働きがいの
ある職場とする

職員の幸せ

（単位：億円）

令和5年度上半期の主な経営内容をお知らせいたします。
〈令和5年４月１日～令和5年９月30日〉

　地域の皆さまからの信頼･
信用をいただき、個人・法人
ともに増加、前期末比133億
円増加し、4,645億円となり
ました。

　貸出金残高は前期末比12億円減少し、
1,955億円となりました。事業所向け貸出
では、新型コロナウイルス関連資金の回収
分を新規融資でカバーできず減少となりま
した。個人向け貸出は、フリーローン残高が
増加するなど前期末比で増加しております。

　預金積金の内訳については、
個人のお客さまが74.8％、法
人のお客さまが17.3％を占め
ております。

　お客さまからお預かりした預金は、一部
の大口先や特定業種に偏ることなく「小口
多数」でのご融資に心がけ、地域の様々な
業種のお客さまに幅広くご利用いただいて
おります。個人のお客さまへのご融資が
26.8%と多くなっています。

　保険商品、投資信託、公共
債すべてで増加し、預り資産
残高は前期末比9億円増加の
424億円となりました。

　預金に預り資産を加え
た総預り資産は、前期末
比143億円増加の5,070
億円となりました。

●預金積金残高の推移 ●人格別預金積金残高構成
（令和5年9月末）

●貸出金残高の推移 ●業種別貸出金残高構成
（単位：億円） （令和5年9月末）

（単位：億円）保険商品　　 　投資信託　　　公共債 （単位：億円）預金積金　 　　預り資産
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（単位：億円）

　利回り低下による貸出金利息
の減少や預け金利息の減少等
により、コアの業務純益は前年
同期比60百万円減少の7億65
百万円となりました。経常利益
は信用コスト等により、前年同期
比3億22百万円減少の7億33
百万円、当期純利益は前年同月
比3億52百万円減少の4億98
百万円となりました。

　分子の自己資本額は、当期純利益4億98百万円
等により前期末比4億27百万円増加の235億49
百万円となりました。貸出金・余裕資金共にリス
クアセットが増加しましたが、自己資本額の増加
割合がリスクアセットの増加割合を上回ったため
自己資本比率は前期末比0.05ポイント上昇し、
国内基準の4％を大きく上回る13.67％となり
ました。

　自己資本の内訳は、地域の会員の皆さまからの出資金の他、
創業以来利益の中から着実に貯えてきました利益準備金や特
別積立金による内部留保となっております。その内部留保額
は自己資本額235億円のうち203億円に上り、経営の健全
性・安全性は充分保たれております。

（単位：%）

●自己資本の構成

●自己資本比率

コアの業務純益 経常利益 当期純利益
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自己資本額
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その他
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●満期保有目的の債券

●信用金庫法及び金融再生法に基づく
　開示債権

　当金庫は、コロナ禍の影響を受けたお取
引先の返済条件を見直すなどの資金繰り支
援の結果、信用金庫法及び金融再生法上の
不良債権は92億円となりました。その結
果、不良債権比率は4.65%と前期末比
0.27ポイント上昇しました。当金庫は、不
良債権の処理にあたって、画一的に進める
のではなく、お取引先の経営状況を踏まえ、
親身になって経営改善を支援するとともに、
新たな不良債権の発生の防止と不良債権
の削減に努めております。

　有価証券等は、お客さまからお預りした資金の一部を、安全性や収益性に留意して運用しております。
　令和５年９月末は、国内の株式市場が海外投資家等からの注目を集めたことで、日経平均株価は上昇したものの、世界的な金利上昇に
より債券の評価が大きく下落したことから、令和５年３月末と比較して評価損が拡大しました。

　当金庫では、ESGを考慮した投資運用に努めております。令和5年度上期は、地球温暖化対策や再生可能エネルギーなど、
環境問題を解決するための資金であるグリーンボンドに17億円、環境・社会の持続可能性に貢献するための資金であるサステ
ナビリティボンドに5億円、合計22億円投資しております。

（単位：百万円）

令和5年3月末
種　類

令和5年9月末
貸借対照表
計上額差　額時　価貸借対照表

計上額 時　価 差　額

500 

500 
2,024 

30 

2,054 
2,554 

国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計
国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計

時価が貸借対照表
計上額を
超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を
超えないもの

要管理債権
危険債権

破産更生債権等
不良債権比率

注 記

注 記 １．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券です。

１．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。　3.市場価格のない株式等および組合出資金は本表には含めておりません。

合　　計

●その他有価証券 （単位：百万円）

令和5年3月末
種　類

令和5年9月末
貸借対照表
計上額差　額取得原価貸借対照表

計上額 取得原価 差　額

株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計
株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えるもの

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えないもの

合　　計

1,697
6,536

4,527

2,008
15,740
23,974
963

96,810
8,971
19,049

68,789
23,409
121,183
145,158

503 

503 
1,995 

30 

2,025 
2,528 

3

3
△ 29

△ 29
△ 26

－
△ 113
△ 40

0 

△ 153
△ 153

－
1,910 
3,259 

30 

5,200 
5,200 

－
2,024 
3,300 

30 

5,354 
5,354 

1,117
6,476

4,497

1,978
14,329
21,922
1,114
99,789
9,700
19,447

70,641
24,889
125,793
147,716

580
60

29

30
1,410
2,051
△ 151
△ 2,978
△ 728
△ 397

△ 1,852
△ 1,479
△ 4,609
△ 2,558

1,112
33

12

21
1,525
2,671
△ 66

△ 4,669
△ 1,202
△ 696

△ 2,770
△ 1,580
△ 6,316
△ 3,644

1,285
4,450

2,600

1,849
17,092
22,828
530

106,917
9,703
20,638

76,575
22,878
130,326
153,155

2,398
4,483

2,612

1,870
18,618
25,500
464

102,247
8,501
19,941

73,804
21,298
124,009
149,510

（単位：%）
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令和4年９月期
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（単位：億円）

　利回り低下による貸出金利息
の減少や預け金利息の減少等
により、コアの業務純益は前年
同期比60百万円減少の7億65
百万円となりました。経常利益
は信用コスト等により、前年同期
比3億22百万円減少の7億33
百万円、当期純利益は前年同月
比3億52百万円減少の4億98
百万円となりました。

　分子の自己資本額は、当期純利益4億98百万円
等により前期末比4億27百万円増加の235億49
百万円となりました。貸出金・余裕資金共にリス
クアセットが増加しましたが、自己資本額の増加
割合がリスクアセットの増加割合を上回ったため
自己資本比率は前期末比0.05ポイント上昇し、
国内基準の4％を大きく上回る13.67％となり
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は自己資本額235億円のうち203億円に上り、経営の健全
性・安全性は充分保たれております。

（単位：%）

●自己資本の構成

●自己資本比率

コアの業務純益 経常利益 当期純利益

令和5年9月末
自己資本額

23,549百万円

利益準備金・
特別積立金
20,379百万円

その他
1,483
百万円

出資金
1,686
百万円

（単位：百万円）

自己資本額　　　自己資本比率

（単位：百万円）

令和5年9月末

1,686
1,699
18,680
1,507
145

23,719
169
169

23,549
172,258
13.67%

令和4年9月末
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1,856
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23,392
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23,245
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13.17%
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自己資本総額[（Ａ）-（Ｂ）]（Ｃ）
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単体自己資本比率（Ｃ）/（Ｄ） 
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235235
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収益の状況

自己資本の状況
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●満期保有目的の債券

●信用金庫法及び金融再生法に基づく
　開示債権

　当金庫は、コロナ禍の影響を受けたお取
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　当金庫では、ESGを考慮した投資運用に努めております。令和5年度上期は、地球温暖化対策や再生可能エネルギーなど、
環境問題を解決するための資金であるグリーンボンドに17億円、環境・社会の持続可能性に貢献するための資金であるサステ
ナビリティボンドに5億円、合計22億円投資しております。

（単位：百万円）
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令和5年9月末
貸借対照表
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時価が貸借対照表
計上額を
超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を
超えないもの

要管理債権
危険債権

破産更生債権等
不良債権比率

注 記

注 記 １．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券です。

１．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。　3.市場価格のない株式等および組合出資金は本表には含めておりません。
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十返舎一九「金草鞋」 郡山宿錦絵 豊景神社 十返舎一九「金草鞋」 郡山宿錦絵 高倉人形

地域活性化への取り組み
「奥州街道御宿場印めぐり」プロジェクト
～白坂宿から貝田宿まで３２の宿場町を訪ねて歩く旅～

ＳＤＧｓへの取り組み

ふくしんinformation

　江戸時代に整備された５街道の一つである奥州街道の「宿場町」を観光資源
として活用し、宿場ごとに「御宿場印」を作成し、購入のために各宿場に足を
運んでいただく取り組みを、福島県内の５つの信用金庫(白河、須賀川、郡山、
二本松、福島)で始めたプロジェクトです。
　令和５年10月12日㈭（於：新白信ビル）に福島県プロ
ジェクトのキックオフセレモニーが開催されました。
　福島県内では「白坂
宿」から「貝田宿」ま
での32宿場があり、
御宿場印や御宿場印
帳などを地元の観光
団体等に寄贈いたし
ました。

　当金庫の営業区域では12の御宿場印があり、御宿場印の
揮毫に地元の書家の方々や県立福島東高校書道部の皆さま
にご協力いただきました。
　ぜひ宿場町に足を運び、歴史・風土・自然をめぐる旅をお楽
しみください。

キックオフセレモニー

御宿場印・御宿場印帳の販売箇所やお問い合わせはこちら

私たちも揮毫
しました！

　伊達市内４支店長
の推薦する地元の
お菓子屋さんや聖光
学院生が６次化塾の
メンバーとして半年
かけて商品開発をし
ました。

四季の宅配便開発プロジェクト

伊達市の新スイーツ誕生！

「SDGｓ行動宣言」の
作成支援

　伊達支店が、長年の献
血運動の推進へ協力した
として、2023年7月31
日㈪に福島県赤十字血液
センターにて、厚生労働
大臣より感謝状をいただ
きました。

厚生労働大臣感謝状の拝受

　三井住友海上火災保険㈱の協力に
より提供する「SDGｓ診断」サポート
のフィードバックシートを利用して、
「SDGｓ行動宣言」の作成を支援しま
した。

なりすまし詐欺
未然防止

　詐欺被害の未然防止に貢献したとし
て、岡山支店と鎌田支店の職員がそれ
ぞれ地元警察署より感謝状を拝受しま
した。今後も、詐欺被害の未然防止に
努めて参ります。

こどものみらい
古本募金

　６店舗（本店･東･西･北･南･保原）に
古本回収BOXを設置しております。
古本を活用し「子供の未来応援基金」を
通じて、子どもたちを支援するNPO等
の団体に寄付をする取組みです。

春 夏

秋 冬

5 6
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※1「本店」内にて営業しております。　※2「南支店」内にて営業しております。　※3「窓口休業時間（11：30 ～ 12：30）」を設けております。

001 本　店 福島市万世町１番５号 024-522-8151  
004 駅前支店　※1 福島市万世町１番５号（本店内） 024-523-0145  
005 東支店 福島市浜田町 9番 5号 024-523-4366  
006 西支店 福島市南中央三丁目 26番地の 1 024-534-3131  
007 北支店 福島市南矢野目字中屋敷 50番地の 1 024-557-5682 9:00～15:00 
009 八島田支店　※3 福島市八島田字台畑 32番地 024-559-1321 
010 森合支店　※3 福島市森合字丹波谷地 9番地の 5 024-557-4111 
011 南支店 福島市黒岩字田部屋 16番地の 6 024-545-1751 9:00～15:00 
012 吉井田支店 福島市吉倉字名倉 9番地の 3 024-545-2311  
013 岡山支店　※3 福島市岡部字当木前 127番地の 1 024-535-5721  
014 ほうらい支店　※2 福島市黒岩字田部屋１６番地の６（南支店内） 024-529-7340
015 瀬上支店　※3 福島市瀬上町字本町 76番地の 6 024-553-6031  
016 鎌田支店　※3 福島市本内字北古舘 7番地の 7 024-553-5022  
018 平野支店　※3 福島市飯坂町平野字戸野内 1番地の 1 024-542-6846  
019 飯坂支店 福島市飯坂町字湯沢 9番地 024-542-4221 
020 松川支店　※3 福島市松川町字石合町 36番地の 1 024-567-2263
021 桑折支店 伊達郡桑折町字本町 25番地の 1 024-582-2265  
024 国見支店 伊達郡国見町大字藤田字中沢一８番地７ 024-585-2321  
025 伊達支店 伊達市右城 27番地 024-583-3431  
032 梁川支店 伊達市梁川町字中町 38番地１ 024-577-1121  
033 保原支店 伊達市保原町七丁目 20番地 2 024-575-3166 
034 霊山おてひめ支店 伊達市霊山町下小国字夫婦清水 7番地 3 024-586-1165  
041 川俣支店　※3 伊達郡川俣町字瓦町 15番地 024-565-3221
043 飯野支店　※3 福島市飯野町字町 30番地の 2 024-562-2323
 ─ 総合相談センター 福島市万世町 1番 2号 0120-201-219 9:00～17:00

店舗一覧
店舗
コード 店　名 住　所 電話番号 日曜融資相談窓口 取扱サービス窓口営業時間

　：貸金庫設置店舗　　：夜間金庫設置店舗　　：AED 設置店舗　　：toto 払戻業務取扱店舗　　　　　

〒960-8660　福島市万世町１-５　ＴＥＬ 024-522-8161（代）　
ホームページ  https://www.shinkin.co.jp/fshinkin/     

編集･発行　福島信用金庫  総合企画部

令和5年度上期　主なトピックス
4月 7月
●女性正職員の制服廃止 ●国見町との連携事業「ホスピタリティ向上研修」開催    

　講　師：㈱スマイルアップ　代表取締役　大原 美代子氏    
　テーマ：接遇のための「ホスピタリティ向上研修」    
　　　　　～接遇向上は国見町民の満足度向上！～    

8月
●第54回
　福島わらじまつり
　参加
　（福幸わらじ賞受賞）

●こども食堂応援「フードドライブ」実施

9月
●第44回ふくしん会講演会    
　講　師：㈱ニトリホールディングス
　　　　　代表取締役会長兼CEO　
　　　　　似鳥 昭雄氏    
　演　題：「リーダーが育つ
　　　　　　　　　　55の智慧」

5月
●総代懇談会

6月
●３湯応援プロジェクト第６弾
　『夢の湯めぐり』懸賞付定期預金発売
●第47回通常総代会
●信用金庫の日　
　県内８金庫一斉
　クリーン作戦実施

7月
●第11回ふくしん
　「東北夢の桜街道」
　児童絵画コンクール    
　表彰式  

9:00～15:00


